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初秋の銀山弓道場。競技開
始に先立ち、『矢渡し』を行
う仁木弓道会の大洞会長。

『矢渡し』は、大会の成功と
無事故を祈願して、その日
初めて的の備え付けられ
ている安土へ矢を通す儀
式。遠くの的を、射抜くよ
うな目で見つめ、雑念、重
圧を跳ね除け、自分の体・
心と向き合い渾身の一矢
を放つ。銀山の山間に、弦
音と的を射抜く小気味良
い音が響きました。（撮影
場所／銀山弓道場）今月の表紙

●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

特
　集

使
い
こ
な
そ
う
！
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き　（令和３年９月30日現在 住民基本台帳より）
　人口／3,166人（前月比－3）  男性／1,533人（前月比－1）  女性／1,633人（前月比－2）  世帯数／1,665世帯（前月比－3）
　外国人人口／80人  男性／14人  女性／66人  世帯数／75帯　※外国人人口及び世帯数は外数です

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
９

月
初
旬
、
近
隣
の
ぶ
ど
う

畑
で
は
生
産
者
の
皆
さ
ま
が
毎
日

収
獲
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
お
隣
の
ぶ
ど
う
畑

か
ら
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
で
し
ょ
う
か
、

甘
い
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
す
。
日

本
の
生
食
ぶ
ど
う
の
収
穫
作
業
は
、

ぶ
ど
う
棚
で
の
作
業
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ワ
イ
ン
専
用
品
種
の

栽
培
は
通
常
垣
根
仕
立
て
で
す
か

ら
、
垣
根
に
む
か
っ
て
座
り
畝
間

を
横
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
町
内

で
は
ル
・
レ
ー
ヴ
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
や

N
IK

I H
ills

に
伺
う
と
、
ぶ
ど
う
畑

と
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
物
の
景
観
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
の

前
に
広
が
る
ぶ
ど
う
畑
を
眺
め
て

い
る
と
、
少
し
日
常
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
、
心
が
休
ま
る
様
で
す
。

　
欧
米
の
ワ
イ
ン
の
銘
醸
地
を
訪

れ
る
と
、
地
平
線
の
向
こ
う
ま
で

ぶ
ど
う
畑
が
続
く
、
広
大
で
美
し

い
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
中
に
は

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
い
ず
れ

も
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
ワ
イ
ン

が
つ
く
ら
れ
て
き
た
歴
史
の
あ
る

地
で
、
中
世
か
ら
の
建
物
が
残
さ

れ
て
い
る
一
方
、
現
代
的
な
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
建
築
物
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
質
の
高
い
農
業
景
観
は
食
品
の

高
品
質
化
の
結
果
で
あ
る
と
示
唆

す
る
学
者
も
い
る
そ
う
で
す
。
良

い
ワ
イ
ン
が
美
し
く
彩
り
豊
か
な
農

村
風
景
を
か
た
ち
づ
く
る
と
い
う
の

は
、
海
外
の
銘
醸
地
の
風
景
を
見
る

と
納
得
で
き
ま
す
。
日
本
に
は
な
い

広
大
な
風
景
で
す
か
ら
、
海
外
旅
行

に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
訪
れ
て
、
ワ
イ
ン
と
景
観
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
土
地
で
は
、
ワ
イ
ン

を
求
め
て
旅
す
る
こ
と
が
目
新
し
い

こ
と
で
も
な
か
っ
た
様
で
す
が
、
フ

ラ
ン
ス
で
も
「
ワ
イ
ン
観
光
」
が
本

格
化
し
た
の
は
１
９
９
０
年
代
に

入
っ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
背
景
と

し
て
、
南
北
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
の
ワ
イ
ン
新
興
国
の
台

頭
で
、
高
品
質
の
ワ
イ
ン
を
売
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
の
直
売
方
式
が
広
ま
っ
て
き
た
こ

と
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
観
光
へ
の
移

行
に
よ
る
観
光
ス
タ
イ
ル
の
差
別
化

が
求
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
、
仁
木
町

で
も
ワ
イ
ン
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
、

町
の
ワ
イ
ン
や
ぶ
ど
う
畑
の
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
こ
れ

か
ら
、
町
産
ワ
イ
ン
の
品
質
が
向
上

し
、
仁
木
町
が
高
品
質
な
ワ
イ
ン
の

産
地
へ
と
成
長
す
る
こ
と
で
、
そ
の

品
質
を
物
語
る
、
仁
木
町
な
ら
で
は

の
素
晴
ら
し
い
農
業
景
観
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
自
分
は
と
言
え
ば
、
ま
だ
ぶ
ど
う

栽
培
も
駆
け
出
し
で
、
栽
培
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
作
業
に
い
ち
い
ち
迷
う

日
々
で
す
が
、
美
し
い
ぶ
ど
う
畑
の

風
景
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

参
考
資
料
：
ワ
イ
ン
ス
ケ
ー
プ 

味
覚
を
超

え
る
価
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の
創
造
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ぶどう畑の景観や
　　  ワイン観光について
ぶどう畑の景観や
　　  ワイン観光について

め
い
じ
ょ
う
　
ち

し
　 

さ



防災ガイドマップ２ページ

使
い
こ
な
そ
う
！

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

　防災ガイドマップには、「風水害・雪害」、「土
砂災害」、「地震災害」、そして「災害への備え」
のページで、災害とその備えについて知って
おきたい知識と、災害時の避難行動の指標と
なる「ハザードマップ」、「避難所・避難場所」
を掲載しています。

仁
木
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し
た

しっかり確認して理解を深めよう！ 　
町
は
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
用
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

『
仁
木
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
の
内
容
を
更

新
・
充
実
さ
せ
た
『
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
（
修

正
版
）』
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、

こ
の
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
、
そ
の
活
用
方
法
な
ど
を
特
集
し
ま
す
。

特集

令
和
３
年
９
月
に
郵
送
で
配
布
し
た
『
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
（
修
正
版
）』
が
、
最
新
の
情
報
に
基
づ
き
作
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
令
和
３
年
４
月
に
配
布
し
た
『
防
災
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
』
は
、
掲
載
内
容
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
す

の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご 注 意！

ひ
ん

じ
ん
だ
い

じ
ゅ
う
だ
ん

ち
　
せ
い

け
　
ね
ん

ぱ
つ

と
う
と

しひょう

　
昨
今
、
50
年
に
一
度
・
100
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
平
成
30
年
の
胆
振
東
部
地

震
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号
・
20

号
、
令
和
２
年
の
西
日
本
を
襲
っ

た
豪
雨
被
害
、
そ
し
て
今
年
７

月
、
静
岡
県
や
神
奈
川
県
を
中
心

と
し
た
集
中
豪
雨
で
発
生
し
た
土

石
流
災
害
な
ど
、
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
る
甚
大
な
自
然
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
仁
木
町
で
は
、
こ
こ
数
年
大
き

な
自
然
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
内
を
余
市
川
が
縦
断
し
、
周
囲

を
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
地
勢
か

ら
、
洪
水
や
土
砂
災
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

防
災
へ
の
心
構
え
を
持
と
う
！

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
行

動
を
と
り
、
自
分
や
身
の
回
り
の

人
の
命
や
生
活
を
守
る
た
め
、
自

然
災
害
の
危
機
に
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
自
然
災
害
は
『
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
』
も
の

で
は
な
く
、
『
い
つ
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
』
と
い
う
心
構
え

を
し
っ
か
り
持
ち
、
自
分
や
身
の

回
り
の
人
、
地
域
を
守
る
た
め
、

日
頃
か
ら
十
分
な
備
え
を
行
う
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
郵
送
し
た
『
防
災
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
（
修
正
版
）
』
は
、

こ
う
し
た
備
え
の
助
け
と
な
る
も

の
で
す
。
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

身
近
な
場
所
に
保
管
し
、
身
の
回

り
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん
で

い
る
の
か
考
え
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
か
を
考
え
る
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　９ページから21ページのハザードマッ
プでは、想定最大規模の降雨による洪水
時の浸水想定地区を9ページ～18ペー
ジ、計画規模の降雨による洪水時の浸水
想定地区を19ペー
ジ～21ページに掲
載しています。自分
の住んでいる地区が
どの程度浸水する可
能性があるのか、あ
らかじめ確認してお
きましょう。

想定最大規模　1000年に１回程度の降雨による洪水
計 画 規 模　50年に１回程度の降雨による洪水

想定最大規模と計画規模

浸水の深さを確認して
適切な避難行動を

インターネットを活用した
リアルタイムの情報で危険予測
　町では、余市川の水位の高さや気象
情報を元に、避難情報の発令を判断し
ています。
　余市川の水位情報は、リアルタイム
でインターネットから確認できますの
で、洪水注意報が発表されたら現在の
水位情報を確認し、どれくらい危険が迫っているか確
認しましょう。また、避難情報が発令されたら迅速に
避難を行えるよう備えましょう。

　洪水による浸水の深さより、自宅な
どの居室が低い場合には、自宅にとど
まることは非常に危険です。
　ハザードマップで、自宅などがある
場所の、洪水時に想定される浸水の深
さを確認してください。浸水が想定さ
れている場合（色が塗られている場
合）は、防災行政無線の内容をよく聞
き、町が避難情報を発令した際は、安
全な親戚・知人宅や、町が開設する避
難所に避難してください。

川の水位は右の二次元コードから確認できます

※水位情報は「水面までの標高」を示しています

3 令和３年10月 2令和３年10月
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①自宅の場所をチェック！
　ハザードマップに、自宅の場所を書き込んで、
どんな災害時に、どんな危険があるか確認しま

しょう。併せて職場や
家族、万が一の際に助
けが必要になる可能性
がある親族や知人宅な
ども書き込んでおくと
役立ちます。

②近くの避難所などを確認する
　ハザードマップの凡例を確認し、①でチェック
した自宅などから近い避難先を確認しましょう。
　また、新型コロナウイルスをはじめとする感
染症予防のため、可能であれば、安全な地域に
いる親族や知人宅なども避難先として確保しま
しょう。

『我が家の防災マップ』に仕上げましょう！

防災訓練へ積極的に参加し、町全体の防災意識を高めましょう！

③避難経路を検討する
　ハザードマップ上に記されている危険地域
を、できるだけ避け、安全に避難所などへ向
かうことのできる経路の検討をしておきま
しょう。ただし、災害時には『確実に安全な
場所』はありません。万が一に備え複数の経
路を検討しておきましょう。

④家族や地域の方と話し合い情報共有
　家族や知人、地域の方
と、避難場所・避難経路・
連絡方法などについて情
報を共有し、避難行動や
安否確認をスムーズに行
うことができるよう備え
ましょう。

　北海道と仁木町では、様々な災害を想定
した住民参加型の防災訓練を定期的に実施
しています。
　訓練をとおし、災害時にとるべき行動
や、避難経路を把握し、避難先での行動を
イメージすることは、自分の命を守るため
非常に重要です。
　被災してから「準備しておけばよかっ
た」となっては、最悪の場合、命に関わる
ことにもなりかねません。他人事でなく自
分のこととしてとらえ、日頃から防災に関
する情報を収集しながら、積極的に避難訓
練にも参加するなど、町全体の防災意識を
高め、災害に強い仁木町を町一丸となって
作り上げましょう。

実際に起こり得る災害を想定した、防災訓練に参加してみませんか？

『我が家の防災マップ』として保管しましょう
　自宅の場所、避難所への経路、家族や知人などの連絡先を
書き込んだりすることで、防災ガイドマップは『我が家の防
災マップ』になります。万が一の際にすぐ取り出して内容を
確認できるよう大切に保管しましょう。

　様々な災害を想定し
て行われる仁木町防災
訓練。避難行動をはじ
め、現役自衛官による
講話や、非常食の試食
など、様々な体験がで
きます。

●

×

【警戒レベル３】高齢者等避難が発令されたら、避難に時間がかかる高齢者と障がい
　　　　　　　　のある人は危険な場所から避難開始
【警戒レベル４】避難指示が発令されたら、全員避難を開始
　避難は災害が起こる前までに完了させることが重要です。※令和３年５月20日から「避難勧告」は廃止されました。

町では、災害の危険度に応じ「避難情報」を発令します

　浸水時、以下の条件を満たす場合は、自宅にとどまっ
て安全を確保することもできます。
　①家屋倒壊等氾濫想定区域※に入っていない
　②浸水する高さよりも自宅の居室が高い
③水・食料などの備えが十分で、水がひくまで避難生
活を続けられる

　条件を満たさない場合や身の危険を感じる場合は、安
全な親戚・知人宅や、町が開設する避難所に必ず避難し
てください。
※家屋倒壊等氾濫想定区域は、氾
濫した水の流速が速いため、家
屋が倒壊・崩落する恐れがあり
ますので、②の場合でも必ず避
難してください。

はんらんとうかい

自宅で安全を確保できるか確認しましょう 感染症対策も考えて
避難場所を確保しましょう

家屋倒壊等氾濫想定区域

　緊急時に身を寄せる避難先
は、町が指定する避難所以外に
も、安全な地域に住む親戚・知
人宅など様々です。新型コロナ
ウイルス感染症などの感
染リスクを避ける
ためにも、普
段からどこに
避難するか考
え て お き ま
しょう。

はんれい

５ 令和３年10月 ４令和３年10月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板



ま ち の 話 題
町で起こった  あんな事！ こんな事！

町内のできごと、行事、イベントなどを写真付きで
ご紹介。町では広報紙、ホームページ、ＳＮＳなど
へ掲載のため、撮影・取材活動を行っています。皆
さまのご理解とご協力をお願いします。

NEWS

『
ラ
・
ラ
・
シ
ャ
イ
ン
』
収
穫
ス
タ
ー
ト

仁
木
町
産
ブ
ラ
ン
ド
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

こ
こ
10
年
で
一
番
の
豊
作

　
町
内
で
は
、
９
月
の
下
旬
か
ら
お
米
の

収
穫
作
業
が
本
格
化
し
、
た
わ
わ
に
実

り
、
大
き
く
穂
を
垂
れ
た
黄
金
色
の
稲
が

収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
き
、
荒
天
に
よ
る
大
き
な
被

害
も
な
く
、
尾
根
内
の
稲
作
農
家 

木
田

憲
一
さ
ん
は
「
今
年
は
夏
の
猛
暑
の
影
響

で
多
少
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
順
調
に
推
移
し
、
結
果
的
に
は
こ
こ

10
年
で
一
番
の
豊
作
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。 出

来
秋
の
喜
び

①②ぶどう棚に実る
美しいシャインマス
カット③シャインマ
スカットを収穫する
坂東組合長。見事な
出来に自然と笑顔が
こぼれる④９月25日
に行われた仁木ハウ
スぶどう生産組合の
選果講習会。選果基
準・出荷規格などの
確認を行った

①災いを除き五穀豊
穣を祈る『福田舞』
を舞ったのは、４歳
の板谷匡倫さん②③
篝火に照らされ幻想
的な雰囲気の中で行
われた松前神楽

賞

仁
木
町
弓
道
大
会
開
催

秋
の
気
配
近
づ
く
銀
山
で

賞

松
前
神
楽
奉
納

五
穀
豊
穣
を
祝
い

　
仁
木
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
生
産
組
合
（
坂

東
弘
一
組
合
長
）
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
部
会
が
生
産
し
、
昨
年
か
ら
『
ラ
・

ラ
・
シ
ャ
イ
ン
』
と
し
て
販
売
し
て
い

る
仁
木
町
産
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
。

そ
の
収
穫
が
９
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、

美
し
い
マ
ス
カ
ッ
ト
グ
リ
ー
ン
に
輝
く

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
次
々
と
収
穫

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
に
よ
る
と
、
今
年
の

生
産
量
は
、
昨
年
の
倍
と
な
る
約
３
ト

ン
を
予
想
し
て
お
り
、
専
用
の
冷
蔵
施

　
実
り
の
秋
を
迎
え
、
各
神
社
で
は
出
来
秋
を
祝
い
例

大
祭
が
続
々
と
執
り
行
わ
れ
、
仁
木
神
社
例
大
祭
で

は
、
恒
例
と
な
っ
た
松
前
神
楽
の
奉
納
が
、
感
染
症
対

策
と
し
て
屋
外
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
前
神
楽
は
、
お
よ
そ
５
０
０
年
前
に
、
武
田
氏
が

松
前
藩
の
基
礎
を
築
い
た
際
、
戦
勝
を
祈
願
し
て
行
っ

た
火
狂
言
や
社
人
の
舞
が
起
源
。
北
海
道
の
歴
史
を
物

語
る
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
平
成
30
年
に
は
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
鳥
兜
を
付
け
て
舞
う
『
二
羽
散
米
舞
』
や
、

お
馴
染
み
の
『
獅
子
舞
』
な
ど
、
６
種
類
の
舞
が
披
露

さ
れ
、
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

設
な
ど
を
活
用
し
、
年
内
い
っ
ぱ
い
の

販
売
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

　
坂
東
組
合
長
は
『
ラ
・
ラ
・
シ
ャ
イ

ン
』
２
年
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

「
お
客
さ
ま
の
期
待
以
上
の
も
の
を
お

届
け
し
、
優
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
確
立
で
き
る
よ
う
、
部
会
員
一
丸
と

な
っ
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※

『
ラ
・
ラ
・
シ
ャ
イ
ン
』
は
Ｊ
Ａ
新
お
た

る
の
登
録
商
標
で
す

　
９
月
18
日
、
仁
木
町
弓
道
大
会
兼
町

民
ス
ポ
ー
ツ
弓
道
大
会
が
、
ワ
ク
チ
ン

２
回
接
種
済
み
を
参
加
条
件
と
す
る
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
徹

底
し
て
行
わ
れ
、
清
々
し
い
秋
晴
れ
の

も
と
、
銀
山
弓
道
場
に
的
を
射
抜
く
小

気
味
良
い
音
が
響
き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
仁
木
弓
道
会
の
大
洞
忠
義

会
長
と
、
同
会
所
属
の
金
子
さ
お
り
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別
の
２
位
に
入

賞
。
「
矢
が
的
を
射
抜
い
た
時
の
『
ス

パ
ン
』
と
澄
ん
だ
音
が
気
持
ち
よ
く
て

好
き
で
す
」
と
金
子
さ
ん
。
大
洞
会
長

は
「
弓
道
は
老
若
男
女
誰
も
が
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
。
的
を
射
抜
い
た
と
き
の

心
地
よ
さ
は
格
別
で
す
よ
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

●
大
会
の
結
果

【
男
性
の
部
】

１ 

位
　
原
田
　
慎
一
さ
ん
（
札
幌
市
）

２ 

位
　
大
洞
　
忠
義
さ
ん
（
仁
木
町
）

３ 

位
　
松
野
　
有
秀
さ
ん
（
札
幌
市
）

【
女
性
の
部
】

１ 

位
　
原
田
　
芳
子
さ
ん
（
札
幌
市
）

２ 

位
　
金
子
さ
お
り
さ
ん
（
余
市
町
）

３ 

位
　
ジ
ャ
ナ
さ
ん
　
　
（
共
和
町
）

　
仁
木
弓
道
会
で
は
、
会
員
・
賛
助
会

員
を
募
集
中
で
す
。
稽
古
は
毎
週
水
曜

日
19
時
か
ら
21
時
ま
で
、
長
沢
西
の
弓

道
場
で
行
っ
て
お
り
、
海
外
出
身
の
外

国
語
指
導
助
手
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

入
会
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま

で
。

　 

仁
木
弓
道
会
（
大
洞
会
長
）
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５
１
４
６

①

②③

④

銀
山
中
学
校
強
歩
大
会

　
９
月
３
日
、
銀
山
中
学
校
の
強
歩
大
会
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
25
名
が
、
ふ
れ
あ

い
遊
ト
ピ
ア
公
園
か
ら
銀
山
中
学
校
ま
で
、

約
11
㎞
の
踏
破
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
保
護
者
が
沿
道

に
設
置
し
た
、
給
水
所
か
ら
の
声
援
を
受
け

銀
山
中
学
校
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
男
子
の
部
で
類
家
陸
さ
ん
（
３

年
）
と
杉
本
響
希
さ
ん
（
２
年
）
が
、
同
タ

イ
ム
と
な
る
56
分
15
秒
、
女
子
の
部
で
は
栁

沼
亜
依
花
さ
ん
（
１
年
）
が
１
時
間
７
分
37

秒
と
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

約
11
㎞
踏
破
に
挑
戦

①

②

③

賞

７ 令和３年10月 ６令和３年10月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

お問合わせ先　　電話番号

す
い  

い

と
う  

は

に
　
わ
　 

さ
　
ご  

ま
い



●児童・生徒作品集

９ 令和３年10月 ８令和３年10月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

委員会
　 だより

19
No.

●内容へのご意見、お問い合わせは　仁木町教育委員会　☎32-3621 まで

安
心
・
安
全
な
学
校
給
食

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と

心
を
育
む
食
育
の
充
実

仁
木
小
学
校  

６
年

久  

保  

美  

晴

ま 

た 

明 

日
　
普
段
、
友
達
と

帰
っ
て
い
る
と
別

れ
る
と
き
に
「
ま

た
明
日
」
や
「
ま

た
来
週
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。

　
も
し
も
、
友
達
と
帰
っ
て
い
て
別
れ

る
と
き
に「
じ
ゃ
あ
ね
」や「
バ
イ
バ
イ
」

を
使
う
と
し
よ
う
。

　
違
和
感
は
な
い
し
、
間
違
っ
て
も
い

な
い
が
何
か
心
細
い
の
で
あ
る
。
自
分

み

　

  

は
る

　教
育
委
員
会
で
は
、
今

年
度
の
執
行
方
針
の
中
で

「
学
校
給
食
の
充
実
」
を

重
点
項
目
と
し
て
挙
げ
て

い
ま
す
。

　
仁
木
小
学
校
の
栄
養
教

諭
を
中
心
と
し
て
、
食
事

の
重
要
性
や
楽
し
さ
、

「
食
」
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
育
み
、
「
食
」
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま

し
い
食
習
慣
の
定
着
に
向

け
た
指
導
と
、
仁
木
町
産

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
始
め
、
北

海
道
産
の
食
材
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
地
域
の
産

業
や
文
化
を
学
び
、
生
産

者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や

生
命
を
尊
重
す
る
心
を
育

む
「
食
育
」
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
道
内
一
の
生
産
を
誇

り
、
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
に

糖
度
が
高
く
、
全
国
的
に

人
気
の
あ
る
町
産
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
、
「
是
非
、
町
内

の
児
童
生
徒
に
味
わ
っ
て

欲
し
い
」
と
の
生
産
者
の

皆
さ
ま
か
ら
の
思
い
に
よ

り
、
仁
木
町
ア
イ
コ
生
産

組
合
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
約

30
㎏
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
（
ア

イ
コ
）
を
、
８
月
30
日
と

９
月
22
日
の
学
校
給
食
で

提
供
し
た
ほ
か
、
９
月
７

日
に
は
、
仁
木
町
ト
マ
ト

生
産
組
合
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
３
６
０
本
の
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
（
も
て
も
て

ネ
）
を
、
授
業
が
終
わ
っ

た
後
に
児
童
・
生
徒
へ
配

布
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

う
し
た
町
内
の
皆
さ
ま
か

ら
の
温
か
い
善
意
に
支
え

ら
れ
、
よ
り
一
層
「
食

育
」
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
読
書
の
秋
と
は
？

　
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
秋
に

な
る
と
日
が
落
ち
る
の
が
早

く
な
り
、
夜
が
長
く
涼
し
さ

が
気
持
ち
良
い
こ
と
か
ら
、

集
中
し
て
本
を
読
む
の
に
適

し
て
い
る
た
め
「
読
書
の

秋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
秋
が
日

に
日
に
深
ま
っ
て
い
く
こ
の

季
節
は
読
書
に
ぴ
っ
た
り
で

す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の

秋
、
食
欲
の
秋
で
も
あ
り
ま

す
が
、
秋
の
夜
長
に
本
を
手

に
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
・
図

　
書
室
の
ポ
イ
ン
ト

①
大
活
字
本

　
　
最
近
字
が
読
み
づ
ら
い

と
感
じ
て
い
る
方
に
は
、

文
字
の
大
き
な
大
活
字
本

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

②
大
型
絵
本
（
閲
覧
の
み
）

　
　
紙
面
の
色
鮮
や
か
な
イ

ラ
ス
ト
で
、
お
子
さ
ま
の

感
性
を
豊
か
に
！

③
開
放
的
な
空
間

　
　
窓
辺
に
設
置
し
た
机
・

椅
子
で
、
ゆ
っ
た
り
と
本

の
世
界
に
浸
れ
ま
す
。

　仁木町には、石碑や古文書
など全部で19の文化財があ
り、私たちはこれを後世に伝
えていく必要があります。こ
れを機に、町の歴史を知り、
文化財についての知識を深め
てみませんか？

①

② ③

の
中
で
の
心
細
い
原
因
は
『
明
日
は
あ

え
な
い
か
も
し
れ
な
い
』
と
思
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
、「
ま
た
明

日
」
や
「
ま
た
来
週
」
は
『
今
の
と
こ

ろ
明
日
も
会
う
予
定
だ
よ
』
と
い
う
ふ

う
に
と
ら
え
ら
れ
る
。
完
全
に
自
分
の

憶
測
で
あ
る
が
そ
れ
で
い
い
。
妄
想
は

誰
の
迷
惑
に
も
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　「
ま
た
明
日
」
の
よ
う
に
普
段
何
気

な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
が
、
誰
か
に

と
っ
て
大
切
な
言
葉
に
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
一
日
が

少
し
楽
し
く
な
る
。

10
／
８
〜
11
／
７
は

①ＪＡ新おたる仁木町トマト生産組合から寄贈された真っ赤なトマトジュース。子どもた
ちは興味津々の様子で受取っていました②ＪＡ新おたる仁木町アイコ生産組合から寄贈さ
れたミニトマト（アイコ）③学校給食で提供されたミニトマト（アイコ）を「甘くてとて
もおいしい！」と食べる子どもたち

④
読
み
た
い
本
が
読
め
る

　
　
図
書
室
に
な
い
蔵
書

は
、
北
海
道
立
図
書
館
か

ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

⑤
貸
出
期
間
は
３
週
間

　
　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
借
り

ら
れ
ま
す
。

●
古
本
市
開
催
し
ま
す

　
10
月
26
日
〜
11
月
下
旬
頃

ま
で
図
書
室
前
に
て
古
本
市

を
開
催
し
ま
す
。

　
お
気
に
入
り
の
本
が
見
つ

か
れ
ば
、
何
冊
で
も
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

※

寄
贈
本
随
時
受
付
中
（
発
行

日
が
概
ね
５
年
以
内
の
書

籍
）
家
の
中
で
眠
っ
て
い
る

本
が
あ
れ
ば
図
書
室
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●
仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
（
☎
32―

３
９
５
８
）

・
開
室
時
間
：
火
〜
金
　
９
時
〜
21
時
、
土
・
日
　
９
時
〜
17
時

・
休
室
日
：
月
曜
・
年
末
年
始
（
12
／
30
〜
１
／
５
）

読 

書 

の 

秋

本
を
読
も
う
！

図
書
室
通
信

図
書
室
通
信

文
化
財
保
護
強
調
月
間

①大活字本②通常サイズの絵本と大型絵本

　９月25日に子ども体験塾第３回講座「石鹸作り教室」、９
月29日には第３回やすらぎ大学「手芸を楽しむ」を開催し、
両講座とも、今春まで地域おこし協力隊として活動していた
中村歩氏に講師を務めていただきました。
　子ども体験塾（写真左）には33名の児童が参加し、溶かし
た材料に思い思いの飾りを付けて、世界に一つだけの石鹸作
りを楽しみました。
　やすらぎ大学（写真右）には10名の学生が参加し、フェル
トにひと針ひと針刺していきリンゴなど果物の鈴入りキーホ
ルダーを完成させました。
　次回は10月20日に「作品を作る」をテーマに塗り絵を予定
しています。
※コロナ禍の不変的な毎日を変えよう！新たな活動・お友達
作りにやすらぎ大学に入りませんか？難しいことは一切あ
りません。みんなで楽しく学習しましょう。まずはお気軽
に仁木町教育委員会までお問い合わせください。

仁木町子ども体験塾・仁木町やすらぎ大学

開
祖
久
保
勘
次
郎
翁
之
碑
（
尾
根
内
神
社
）

① ②

　９月17日に、銀山小学校で運動会が行われました。晴天
の下、保護者も参観する中で、人と人の距離を保ちながら、
コロナ対策を十分に講じた中で実施されました。

★
★

★

★
★

★

銀山小学校運動会



健康プラザ 体に　　　　　   いい話

ほけん課保健係　保健師 古仲　早那
こ  なか さ　な

良いことたくさん！
読書と健康の関係について

へ
ん 

と
う 

た
い

　暑
さ
が
厳
し
い
夏
も
終
わ
り
秋
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　秋
と
い
え
ば
、
食
欲
・
読
書
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
連
想
す
る

言
葉
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
読
書
に

注
目
し
、
読
書
が
私
た
ち
の
健
康
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
い
て

　
本
を
読
ん
で
心
が
落
ち
着
い

た
経
験
が
あ
る
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
読
書
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
は
科
学
的
に

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の

脳
の
扁
桃
体
と
い
う
部
位
は
ス

ト
レ
ス
を
受
け
る
と
興
奮
し
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
想
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
扁
桃
体
の
活
動
を
抑
制
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
読
書
は
そ

れ
に
最
適
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
実
で
は
な
い
本
の
世
界

に
没
頭
す
る
こ
と
で
、
扁
桃
体

を
刺
激
す
る
情
報
を
遮
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
ス
ト
レ
ス

が
解
消
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
加
齢
に
よ
る
認
知
機
能

低
下
を
防
ぐ

　
認
知
機
能
に
は
学
習
能
力
・

記
憶
力
・
集
中
力
・
判
断
力
な

ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
記

憶
力
は
年
を
重
ね
る
と
衰
え
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
は

使
わ
な
い
こ
と
で
さ
ら
に
衰
え

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
読
書

を
す
る
と
き
に
は
集
中
力
や
記

憶
力
な
ど
認
知
機
能
の
大
部
分

が
働
く
た
め
、
認
知
機
能
の
低

下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
認
知

症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
読
書
で
長
生
き
に

　
読
書
と
寿
命
に
関
係
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
想
像

し
に
く
い
で
す
が
、
読
書
を
す

る
こ
と
で
寿
命
が
延
び
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
「
ま
っ
た

く
読
書
を
し
な
い
人
」
と
「
週

に
３
時
間
半
以
上
す
る
人
」
を

比
べ
る
と
読
書
の
習
慣
が
あ
る

人
の
方
が
平
均
２
年
長
生
き
し

た
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る

文
章
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

先
述
し
た
と
お
り
集
中
力
や
記

憶
力
を
使
う
以
外
に
も
、
処
理

能
力
や
想
像
力
な
ど
、
脳
の

様
々
な
機
能
が
働
き
ま
す
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
ば
筋
肉
が

つ
く
よ
う
に
、
読
書
を
す
る
こ

と
で
脳
の
機
能
が
鍛
え
ら
れ
る

の
で
す
。
そ
し
て
身
体
の
司
令

塔
で
も
あ
る
脳
を
鍛
え
る
こ
と

で
、
生
き
生
き
と
し
た
身
体
づ

く
り
が
可
能
に
な
り
、
長
生
き

に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
で
外
出
の
機
会

が
減
っ
た
今
、
家
で
過
ご
す
時

間
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
家
で
の
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
た
め
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
こ
の
秋
は
健
康
に
も
良

い
効
果
が
あ
る
読
書
の
秋
に
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

・ストレスを解消できる
・想像力が磨かれる
・脳を活性化させる
・読解力が高まる
・視野が広がり、知識が増える
・加齢による認知機能低下を防ぐ　など

読書がもたらす効果

●新しい知識や情報が入りやすい
●ゆとりをもって1日をスタートできる

朝読むことで…

『朝読書』の効果

●１日の疲れを癒す　●睡眠の質を高める

夜読むことで…

『夜読書』の効果

※スマートフォンや、タブレット型情報端末
の画面から発せられるブルーライトは、睡
眠ホルモンの生成を妨げるといわれてお
り、電子書籍などを夜に読むと睡眠の妨げ
になるといわれています。

読書のタイミングで
効果に違いがあります！

　法務局では、女性の人権についての専用相談電話「女性の人権ホットライン」を設置しています。夫や
パートナーからの暴力やセクハラなど女性の人権に関する悩みをご相談ください。
　また、令和３年11月12日㈮から11月18日㈭までは、「全国一斉『女性の人権ホットライン』強化週間」
です。期間中は、平日の受付時間を延長し、土日も対応します。

●受付時間　　平日　午前８時30分～午後５時15分（年末年始を除く）

●強化週間中の受付時間　11月12日㈮・１5日㈪～18日㈭　午前８時30分～午後７時
　　　　　　　　　　　　11月13日㈯・14日㈰　午前10時～午後５時
●お問い合わせ先
　札幌法務局人権擁護部（札幌市北区北８条西２丁目１-１）　☎ ０１１-７０９-２３１１（代表）

女性の人権ホットライン

ゼロナナゼロ の ハートライン

０５７０-０７０-８１０
（全国共通ナビダイヤル）

　令和3年6月1日に、食品衛生法の営業許可制度が新しくなりました。

●主な変更点
・原則、食品を取り扱う全ての施設で営業許可、または営業届出が必要になります。
・営業許可及び届出施設には資格を有する食品衛生責任者を設置する必要があります。
・一部許可業種の新設、統合があります。
・食品衛生法の許可を取得するための施設基準が一部変わります。（例：厨房内の手洗いはレバー式やセン

サー式など、手指を再度汚染しないようなものにすることが必要）

　新しく営業届出が必要となった業態の例としては、野菜・果物や米の販売、ジャムの製造、食酢をはじめと
する調味料の製造などがあります。例外もありますので、詳しくは下記の電話番号にお問い合わせください。

●お問い合わせ先：倶知安保健所食品保健係　☎ 0136-23-1961
　　　　　　　　　倶知安保健所余市支所　　☎ 0135-23-3104

町からのお知らせ
　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・関連機
関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹介します。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、お気軽
にお問い合わせ先までご連絡ください。

札幌法務局人権擁護部
☎011-709-2311（代表）

お 問 い 合 わ せ 先全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間のお知らせ

倶知安保健所食品保健係
☎0136-23-1961

お 問 い 合 わ せ 先

食品の営業許可制度が変わりました！

11 令和３年10月 10令和３年10月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板
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71日
仁木町内での事故発生状況

１件 １人０人
５件 ６人１人

９月発生件数
Ｒ３年累計
※令和３年１月１日から人身事故のみ集計

区　分 件数 死者 負傷者

　北海道警察では、皆さまの安心安全な生活を守るため日々努力しておりますが、その実現には、皆さま
のご協力が必要不可欠です。このコラムでは、皆さまに実践していただきたい様々なポイントをご紹介し
ています。

余 市 警 察 署 だ よ り ヒグマによる被害防止のために

く
ら
し
の
伝
言
板

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

●
令
和
４
年
分
公
的
年
金
等
の
受

給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
に

つ
い
て

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
９
月
中
旬
よ
り
申
告

書
様
式
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
へ
の
提
出
期
限

は
令
和
３
年
10
月
29
日
（
金
）
で

す
の
で
、
申
告
書
の
様
式
が
送
付

さ
れ
て
き
た
方
は
、
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
と
な
る
方

　
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
し
て
い
る
年
金
の
支
給
額
が
以

下
に
該
当
す
る
方
で
す
。

65
歳
未
満
の
方
：
支
給
額
が
１
０

８
万
円
以
上

65
歳
以
上
の
方
：
１
５
８
万
円
以

上
（
退
職
共
済
年
金
（
Ｊ
Ｒ
、
Ｊ
Ｔ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
農
林
共
済
）
の
受
給
者
で

あ
っ
て
、
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
る
方
の
場
合
は
、
退
職
共
済
年
金

の
支
給
額
が
80
万
円
以
上
）

※

右
記
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
に
は
、

申
請
書
は
送
付
さ
れ
て
き
ま
せ
ん

・
ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

　
扶
養
親
族
等
申
告
書
お
問
い
合

わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル
又
は
役
場
住
民
課

住
民
係
ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
に
関
す
る
概
要
、
記
入

方
法
、
よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ
＆

Ａ
）
等
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

nenkin.go.jp/ )

に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
係
る
照
会
や
相
談

に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

小
樽
年
金
事
務
所

　 

０
１
３
４
（
６
５
）
５
０
０
２

　 

住
民
課
住
民
係

　 

（
３
２
）
２
５
１
３

安全安心なまちづくりの日（10月11日）及び全国地域安全運動（11日～20日）の実施

10月は、ヒグマが冬眠にそなえるための季節とな
り、食料を探して活動が活発となります。
①複数で行動し、音で存在を知らせる
野山には１人で入らず、複数で行動するようにし
ましょう。入山するときは、クマ鈴やラジオ等を
持って、会話しながら、人の存在を知らせましょ
う。

②ヒグマの出没情報等に気を付ける
ヒグマは、市街地、公園、河川敷、緑地帯など、
身近な場所にも潜んでいる可能性があります。新
聞やテレビなどで、ヒグマの出没情報等を確認し
ましょう。

③残飯や生ゴミの処理には注意する
ヒグマは、いったんゴミの味を覚えると、それを
目当てにゴミ捨て場などに繰り返し出没するよう

ご
誕
生
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
北
町
の
佐
藤
耕
平
さ
ん
宅
に
４
人
目
の

お
子
さ
ん
、
王
騎
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
、

『
仁
木
町
出
産
祝
金
支
給
要
綱
』
に
基
づ

き
、
出
産
祝
金
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
、
新
し
い
ご
家
族
の
誕
生
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

車
の
自
賠
責
、

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
令
和
２
年

の
事
故
発
生
件
数
は
約
31
万
件
、
死
傷

者
数
は
約
37
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で

あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に

と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

車
・
バ
イ
ク
一
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な

賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者

の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制

度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共
済
金

の
支
払
い
の
仕
組
み
な
ど
を
十
分
に
理

解
・
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・

女
子
）
、
貸
費
学
生
、
医
科
・
歯
科
幹
部
を

募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候

補
生
の
採
用
年
齢
が
、
18
歳
以
上
33
歳
未

満
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

当
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
万
全
に
し
て
、
説
明
会
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

 

　 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地
域
事
務
所

 

　 

０
１
３
４
（
２
２
）
５
５
２
１

戸
籍
の
窓

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
加
茂
　
雅
都 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

　
阿
部
　
百
禾 

ち
ゃ
ん （
西
　
町
）

　
森
谷
　
　
晴 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
佐
々
木
也
好 

さ
ん （
91
歳
／
北
　
町
）

　

田
　
政
幸 

さ
ん （
82
歳
／
銀
　
山
）

　
本
村
　
修
三 

さ
ん （
85
歳
／
然
　
別
）

　
出
口
　
春
子 

さ
ん （
88
歳
／
東
　
町
）

　
松
倉
　
ミ
ツ 

さ
ん （
94
歳
／
東
　
町
）

　
滝
上
　
い
と 

さ
ん （

100
歳
／
銀
　
山
）

　
田
中
　
康
子 

さ
ん （
83
歳
／
北
　
町
）

　
新
谷
　
昭
雄 

さ
ん （
86
歳
／
北
　
町
）

（
北
　
町
）

になります。ゴミを野外に放置
したり、埋めたりしないように
しましょう。

④フンや足跡、食べた跡を見つけ
たら、すぐに引き返す
ヒグマのフンや足跡、草や木な
どが食いちぎられた跡などを見
つけたときは、すぐに引き返しましょう。

⑤落ち着いて行動する
万が一、ヒグマに遭遇した場合は、落ち着いて行
動しましょう。逃げたり、さわいだり、慌てて行
動すると、かえってヒグマを興奮させ、襲われる
危険があります。リュックや持ち物の回収はせ
ず、ゆっくりと静かに立ち去りましょう。

みんなで築こう、安全で安心な大地

１ 子供と女性の犯罪被害防止 
２ 特殊詐欺の被害防止

扶養親族等申告書お問い合わせダイヤル

・ナビダイヤル ☎0570-081-240

・050から始まる電話の場合 ☎03-6837-9932

・受 付 時 間　月　曜　日　午前８:30～午後７:00

　　　　　　　火～金曜日　午前８:30～午後５:15　

　　　　　　　第２土曜日　午前９:00～午後４:00

※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日は
ご利用いただけません。

●
自
賠
責
保
険
・
共
済
未
加
入
で
の
運
行

　
は
法
令
違
反
で
す
！

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目

的
と
し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に

基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行

す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

15 令和３年10月 14令和３年10月お問合わせ先　　住所　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレス

みんなチェック！ 最低賃金。

　北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社
員、パート、アルバイトの方、学生さんなど、働
くすべての方）及び、その使用者に適用される北
海道最低賃金が次のとおり改定されます。

●最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支
払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入されません。

●特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」、「鉄
鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業」、「船舶製造・修理業、船体ブ
ロック製造業」）で働く方には、北海道の特定（産業別）最
低賃金が適用されます。

効力発生年月日　令和３年10月１日

時間額 889円

北 海 道 最 低 賃 金北 海 道 最 低 賃 金

厚生労働省北海道労働局 労働基準部 賃金室
011-709-2311（内線 3533）
小樽労働基準監督署
0134-33-7651

HP〒お問合わせ先　　住所　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP〒
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伝
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板●無料あんしん法律相談　  保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●無料あんしん法律相談　  保健センター／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●札幌厚生病院特定健診・がん検診　  新おたる農協本所／6:30～　 ほけん課　 32-2514  ※予約制

●札幌厚生病院特定健診・がん検診　  銀山生活改善センター／7:00～　 ほけん課　 32-2514  ※予約制

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～ 優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～ 優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

●第１期短期集中予防サービス運動教室　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45
　第３部：13:30～14:30　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●北海道原子力防災訓練　  各ご自宅（屋内退避訓練）　企画課　 32-3953

●第１期短期集中予防サービス運動教室　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45
　第３部：13:30～14:30　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

●第１期短期集中予防サービス運動教室　 町民センター／第１部：9:30～10:30　第２部：10:45～11:45
　第３部：13:30～14:30　　 地域包括支援センター　 32-3855  ※参加者募集中

　長内水道配管　 32-2105
　藤田設備　 080-3268-0706

　今野設備　 090-3118-4433

　林病院　 22-5188
　北悠建設　 32-3101

　田中内科医院　 22-6125
　高橋配管設備　 22-5571

　関組　 22-4782

●広報『仁木』10月号発行　 総務課　 32-2511

●広報『仁木』11月号発行　 総務課　 32-2511

　堀川管工設備工業　 23-3032

●無料法律相談　 余市中央公民館／13:00～16:00　 総務課　 32-2511  ※予約制

※新型コロナウイルス感染症の影響により行事が中止となる場合があります。詳しくはお問い合わせ先へご確認ください

●第４回仁木町やすらぎ大学「作品を作る」　 町民センター／9:20～　 教育委員会　  32-3621  ※対象者のみ

●仁木町営住宅入居者募集申込開始　 建設課　 32-2516

●仁木町営住宅入居者募集申込締切　 建設課　 32-2516 

●第16回仁木町農業委員会総会　  委員会室／11:00～

文化の日

●リハCaféニキボー（尾根内地区）　尾根内会館／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●リハCaféニキボー（仁木地区）　町民センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

　小嶋内科　 22-2245
　Niki配管設備　 32-2647

　黒川町整形外科クリニック　 22-2447
　長内水道配管　 32-2105

　よいち北川眼科医院　 22-1308
　藤田設備　 080-3268-0706

　池田内科クリニック　 23-8811
　今野設備　 090-3118-4433

●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和３年11月●令和３年10月

18㊊

23㊏

24㊐

31㊐

25㊊

27㊌

5 ㊎

3 ㊌

4 ㊍

22㊎

29㊎

20㊌

1 ㊊

2 ㊋

9 ㊋

8 ㊊

30㊏

6 ㊏

7 ㊐

10 ㊌

11 ㊍

13 ㊏

14 ㊐

21㊍

26㊋

14㊍

15㊎

19㊋

16㊏

17㊐

12 ㊎

28㊍

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

●第７回ブックスタート事業　 保健センター／14:00～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●３か月・６か月・９か月児健診　 保健センター／13:00～　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

余市警察署
☎22-0110

お 問 い 合 わ せ 先

　余市警察署で免許更新を行う場合、

　　①警察署で手続き（視力検査など）

　　②中央公民館で講習の受講

　　③約一か月後、警察署で免許証の受領

　の順番で更新を行います。
※免許証の有効期限内に更新手続きと講習の受講な
どを終えていなかった場合、免許は失効します。

運転免許証更新時講習について

※新型コロナウイルス感染拡大予防措置
・受講人数を制限し、完全予約制とする場合があ
ります。事前に警察署へ確認してください

・受講にあたって、マスク着用の徹底をお願いし
ます

・その他、感染拡大防止のお願いをすることがあ
ります。係員などの指示に従ってください

10
月

11
月

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4
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初秋の銀山弓道場。競技開
始に先立ち、『矢渡し』を行
う仁木弓道会の大洞会長。

『矢渡し』は、大会の成功と
無事故を祈願して、その日
初めて的の備え付けられ
ている安土へ矢を通す儀
式。遠くの的を、射抜くよ
うな目で見つめ、雑念、重
圧を跳ね除け、自分の体・
心と向き合い渾身の一矢
を放つ。銀山の山間に、弦
音と的を射抜く小気味良
い音が響きました。（撮影
場所／銀山弓道場）今月の表紙

●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

特
　集

使
い
こ
な
そ
う
！
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き　（令和３年９月30日現在 住民基本台帳より）
　人口／3,166人（前月比－3）  男性／1,533人（前月比－1）  女性／1,633人（前月比－2）  世帯数／1,665世帯（前月比－3）
　外国人人口／80人  男性／14人  女性／66人  世帯数／75帯　※外国人人口及び世帯数は外数です

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
９

月
初
旬
、
近
隣
の
ぶ
ど
う

畑
で
は
生
産
者
の
皆
さ
ま
が
毎
日

収
獲
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
お
隣
の
ぶ
ど
う
畑

か
ら
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
で
し
ょ
う
か
、

甘
い
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
す
。
日

本
の
生
食
ぶ
ど
う
の
収
穫
作
業
は
、

ぶ
ど
う
棚
で
の
作
業
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ワ
イ
ン
専
用
品
種
の

栽
培
は
通
常
垣
根
仕
立
て
で
す
か

ら
、
垣
根
に
む
か
っ
て
座
り
畝
間

を
横
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
町
内

で
は
ル
・
レ
ー
ヴ
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
や

N
IK

I H
ills

に
伺
う
と
、
ぶ
ど
う
畑

と
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
建
物
の
景
観
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
の

前
に
広
が
る
ぶ
ど
う
畑
を
眺
め
て

い
る
と
、
少
し
日
常
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
、
心
が
休
ま
る
様
で
す
。

　
欧
米
の
ワ
イ
ン
の
銘
醸
地
を
訪

れ
る
と
、
地
平
線
の
向
こ
う
ま
で

ぶ
ど
う
畑
が
続
く
、
広
大
で
美
し

い
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
中
に
は

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
い
ず
れ

も
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
ワ
イ
ン

が
つ
く
ら
れ
て
き
た
歴
史
の
あ
る

地
で
、
中
世
か
ら
の
建
物
が
残
さ

れ
て
い
る
一
方
、
現
代
的
な
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
建
築
物
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
質
の
高
い
農
業
景
観
は
食
品
の

高
品
質
化
の
結
果
で
あ
る
と
示
唆

す
る
学
者
も
い
る
そ
う
で
す
。
良

い
ワ
イ
ン
が
美
し
く
彩
り
豊
か
な
農

村
風
景
を
か
た
ち
づ
く
る
と
い
う
の

は
、
海
外
の
銘
醸
地
の
風
景
を
見
る

と
納
得
で
き
ま
す
。
日
本
に
は
な
い

広
大
な
風
景
で
す
か
ら
、
海
外
旅
行

に
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
訪
れ
て
、
ワ
イ
ン
と
景
観
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
土
地
で
は
、
ワ
イ
ン

を
求
め
て
旅
す
る
こ
と
が
目
新
し
い

こ
と
で
も
な
か
っ
た
様
で
す
が
、
フ

ラ
ン
ス
で
も
「
ワ
イ
ン
観
光
」
が
本

格
化
し
た
の
は
１
９
９
０
年
代
に

入
っ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
背
景
と

し
て
、
南
北
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
の
ワ
イ
ン
新
興
国
の
台

頭
で
、
高
品
質
の
ワ
イ
ン
を
売
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
の
直
売
方
式
が
広
ま
っ
て
き
た
こ

と
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
観
光
へ
の
移

行
に
よ
る
観
光
ス
タ
イ
ル
の
差
別
化

が
求
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
、
仁
木
町

で
も
ワ
イ
ン
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
、

町
の
ワ
イ
ン
や
ぶ
ど
う
畑
の
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
こ
れ

か
ら
、
町
産
ワ
イ
ン
の
品
質
が
向
上

し
、
仁
木
町
が
高
品
質
な
ワ
イ
ン
の

産
地
へ
と
成
長
す
る
こ
と
で
、
そ
の

品
質
を
物
語
る
、
仁
木
町
な
ら
で
は

の
素
晴
ら
し
い
農
業
景
観
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
自
分
は
と
言
え
ば
、
ま
だ
ぶ
ど
う

栽
培
も
駆
け
出
し
で
、
栽
培
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
作
業
に
い
ち
い
ち
迷
う

日
々
で
す
が
、
美
し
い
ぶ
ど
う
畑
の

風
景
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
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